レタ リアとの 間に、 はじめから 渡るべき 橋が 絶えて い 

て、 プロレタリア 自身の 内発 的な 力が、 今度の 革命 を 

ひき 起こして いたのな らば、 その 結果 は、 はるかに 異 

なった ものである こと は、 誰でも 想像す るに 難くない 

だろう。 

しかしこう はいった とて、 実際の 歴史上の 事実と し 

て、 ロシアに は 前述した ような 経路が 起こり 来たった 

の だから、 私 は その 事実 を も 否定しょう とする もので 

はない。 ブル ジョ アジ— をな くす るた めに は、 この 階 

級が 自己 防衛の ために 永年に わた つ て 築き上げた あら 

ゆる 制度お よび 機関 (ことに 政治 機関) をプ ロレ タリ 



色 をな す、 過渡期の 生活が 起滅 する 間に、 新しい 生活 

様式が 甫 めて 成就され るであろう。 歴史的に 人類の 生 

活を 考察す ると かく ある ことが 至当な ことで ある。 

しかしながら 思想 的に かかる 問題 を 取り扱う 場合に 

は 必ずしも かく ある 必要 はない。 人間の 思想 は その 一 

特色と して 飛躍的な 傾向 を もっている。 事実の 障 礙，' 

を 乗り越して 或る 要求 を 具体化しょう とする。 もし 思 

想から この 特色 を 控除したら、 おそらく 思想の 生命 は 

半ば 失われて しまう であろう。 思想 は 事実 を 芸術 化す 

る ことで ある。 歴史 を その 純粋な 現われにまで 還元す 

る ことで ある。 蛇行して 達しうる 人間の 実際の 方向 を、 



る 芸術家の ようで ある こと はで きないの だ。 氏 は 明ら 

かに 私の いう 第二 か 第三 かの 芸術家 的 素質のう ちの い 

ずれ かに 属する こと をみ ずから 証明して いられる の だ。 

しかも その 所説 は、 私の 見る 所が 誤ってい ないなら、 

第一 の 種類に 属する 芸術家で も 主張し そうな こと を 主 

張して いられる。 もし 第一 の 種類に 属する 芸術家が そ 

れを 主張す るよう な こと を 仮想したら、 (その 芸術家 

はそんな こと を 主張す る はず はない けれども) あるい 

は それ は 実感と して 私の 頭に 響く かもしれ ない。 しか 

しながら 広津 氏の 筆に よ つ て 教えられる ことになると、 

私に はお 座な りの 概念論と してより 響かなくなる。 な 
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